
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                       

300～350床確保のために統廃合！？ 

現地建替えなら 276床＋50床 OK なのに 
 

２０１７年に新市立病院の建替え移転が議会で

承認されましたが、その後の２０２１年に、移転建

替えした場合は、病床数が現在の３１６床から

276 床しか認められないことが判明。（国の規定で

回復期リハビリテーションの５０床は認められない）  

しかし２０２２年に私たちが国や府に確認したとこ

ろ、現在の場所で建替えるなら２７６床＋５０床は

認められることが分かりました。 

 

条件が変わったのだから、再検討すべきでは？ 
 

市長は就任直後、行財政改革のために事業を

「ゼロから見直す」と宣言し、すでに議決された「校

区」や病院跡地への「小学校建設」も見直し小中

一貫校建設を再検討することにしました。にもかか

わらず、新病院の建替え場所だけは「市議会で議

決された重要事項であり、建替え方針を見直す考

えはない」という強硬な姿勢。市民への説明は年

末の慌ただしい時期に行われ、不十分です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そもそも「リニューアル調査検討報告書」（2017）

では現地建替え案と移転建替え案の「どちらも一

長一短があり」、“コスト面ほか総合的にみてどちら

かが明らかに優越しているという言うことはできな

い”と結論づけられていました。移転の場合には２

６７床になるなら、現地建替えが優位になっていた

と考えられます。 

 新箕面市立病院整備審議会は答申のなかで、

医師の確保や費用対効果の面から病床数は３００

～３５０を確保すべきであり、そのためには再編統

合（公設・民営）が望ましいとしました。 

現地で建替えるなら今まで通りの 317床が認め

られる、という点は一切議論されず、残念でなりま

せん。 
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☆★人と自然にやさしいまちづくりを！ 
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も子の議会報告  

箕面市立病院を民営化！？ 
～指定管理者制度で、市民の命と健康

を守る公立病院の役割が守れるの？ 
 

 

 



診療科の構成：産科は必須項目から除外！ 
新設 呼吸器・免疫内科、腎臓内科（相談・助言業務の

み）、放射線治療科 

見直し 産婦人科（提案は受けるが、現状では継続は困難。

阪大病院と役割分担） 

産科は、経済的に厳しい人やリスク症例への対

応、出産前後のメンタルヘルスケアなど、公立病

院の使命としての大切な医療分野であるため、赤

字になっても存続させて欲しい診療科です。市民

のみなさんはどのようにお考えでしょうか。 

再編統廃合⇒管理運営は民間病院へ 

（指定管理者制度を導入） 

 市立病院は、事前に豊能医療圏内の病院に統

廃合の意向調査を実施。複数の病院が指定管理

者を希望していることを受けて、この制度を導入す

ると説明しています。市長は「行財政改革」として

市立病院の民営化を政策の柱にすえ「市直営で

は医療サービスの低下を招く」、市民の声を聞く前

に政策決定。 

病院事業会計の２０２１年度決算は黒字！ 

・経営成績は約５億４７００万円の黒字

・資産合計は約１２０億円。前年度より約７億円増

ほぼ同額の累積赤字が強調されていますが、現

在、経営健全化団体（資金不足が基準以上）では

ありません。 

そもそも箕面市は、前市政の頃から一般会計か

らの政策繰入れを中止しました。（今年度からやっ

と３億円強の政策繰り入れを実施）もし、他市なみ

の繰入れ（約８億円～１０億円）を継続していれば

累積赤字はほとんど発生しなかったと考えられま

す。もちろん一定の経営改善策は必要ですが、国

の診療報酬削減策の影響や、近隣の医療環境な

どを考え合わせると、箕面市立病院の経営状況が

他の自治体病院と比べて突出して悪いとはいえま

せん。 

すでに市立病院では退職者が・・・ 

病院職員は民営化時に「分限免職」という扱い

で全員解雇。とても理不尽です。新病院に再雇用

されても現在の年収は保障されておらず、条件提

示がないので、現場は不安でいっぱい。誠意ある

「病院職員への丁寧な説明」がなされているとは

受け止められない状況のようです。また市職員へ

の転籍も希望者全員は難しく、年度末にかけて、

さらに退職者が増える可能性があり、医療サービ

スへの影響も懸念されます。

第三者委員会を設置しても、議会のチェックは後退 

市は、市の付属機関として専門家による第三者

委員会を設置し、指定管理者の運営を評価する、

としていますが評価機関には権限がありません。ま

た議会に対しては、今まで通りの報告や情報提供、

日常的な病院との交信が可能とは思えず、議会

のチェック機能は確実に後退します。 

誰のための新病院なのか・・・一緒に考え、声を

あげていきませんか？  

中西とも子のタウンミーティング 

４月９日（日） 
午後 2時～4時 

場所：箕面文化・交流センター４F 
★みなさまとの意見交換の集いです。

ぜひ、お気軽にお立ち寄りください(^^)／

●お問合せ 中西とも子事務所

無 料 

市立病院が変わるってほんと？？ 

市民ミーティング 

２月５日（日）PM２時～４時 

場所：総合保健センター２階大会議室 
主催 市民ミーティング実行委員会 

手話通訳：１月２６日までにご連絡ください 
連絡先 090‐7870‐9787（浦川） 

私たちにど

んな影響が

あるの？ 


